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目的　急速な科学技術の進展に伴って、わが国の消費財は、その加工度を高め、複雑な

相を示しはじめている、その上、消費財の過剰生産と情報の氾濫とによって、これらの

財の実質をさらに見定めにくいものにしてきている。生活の質を確保するために、わた

しどもの日常生活のなかで、このように変化しつつある゛もの。といかに主体的に関与

てきているか、この関与のしかたの背景にそれぞれの世代の生育した社会の雰囲気がも

らした影響が認められるのではないかと考えられる、多様な消費行動を方向づけるため

は、このような視点からみることも重要であると思われる。

方法　熊本市及びその近郊に在住する成人・学生・児童生徒の合計3000名を対象に

9 8 6年から19 8 8年にわたって、質問紙と面接による調査を行った。調査結果は、

M 1 6ベーダを用いて続計処理を行った.

結果　生活環境問題としての物財消費についての認識はありながら、世代によって、実

の消費行動はその認識と解離している状況が認められた。また、物財に対する価値意識

変動が消費行動の変動に反映することも認められた、さらに、「一次的な価値」だけを

視する行動傾向と、「二次的な価値」も重視する行動傾向とが、世代によって異なる現

れを示していた。

団扇業の女子労働

　　　一一香川県丸亀市のヶ一ス
-h屎り

＜目的＞丸亀団扇業は350余年の歴史を持つ地場産業であり、過去一貫して就業者の多くが女子であ

ったという特徴をもつ。本研究では統計資料を基に、過去80年にわたる団扇業女子就業者の変遷を

たどり、産業史における位置づけを明らかにする。

＜方法＞長期統計を基本とし、新聞ヽ古文書・組合報告書等で補う。さらに最近の女子労働者の現

状を明らかにするために、8月にアンケート調査及び聞き取り調査を実施した。

＜結論＞過去80年にわたる丸亀団扇業の女子労働の特徴として、以下7点にまとめることができる。

(o過去一貫して女子比率が7割前後と、高い比率で推移していること

(2)女子就業者数の増加は、不況期に顕著にみられ、しかも男子の増加より1,2年遅れていること

(3)しかし団扇業において女子は、雇用調整としてよりはむしろ、業界の推進力として機能していた

(4)賃金は大正後半以降は、丸亀の他の職種に比べて比較的良好であること

(5)衰iS過程にある現在では、団扇業就業者の多くが、中傷年女子で構成されていること

(s就業者の生活満足度は女子の方が高いこと

(7)労働条件を比較すると、団扇業女子労働者は雇用労働者よりは悪いが、パートタイム労働者

　　や家内労働者よりは恵まれていることである。


